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　5．反面プリズム

　之は画線測徴器接眼鏡の外部に45度のプリズムを附けて星像を180度廻縛

せしめ，之に依り位置角の測定を容易ならしめるものである．位置角の測定

には可成大きな個人差が入って留るものであるが，プリズムを附けた混合と

附けぬ回合との2同の測定を李均すると，殆んど個人差は漕えて了ふ。

　その實例として獅子座γ星の観測を第3例に示そう．

　　　　　　　　　　　　　第　　　3　　例
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故に現在の観測では，プリズムを使用しない値は牛疫がないと迄極言する人

がある・花山でも今までなかったが，目下購入中である．

　4．比較像測微器

　活線測微器の事は既に§2にて述べたので此虚では略すとして，只一言附

け加へると，使用する懸は蜘蛛縣よbも石英製の絃の方が，より細いものが

出面且つ質もよいのである．蜘蛛懸の幅は普通7～8μであるが，石英で作る

と4μ位ひ面出來るので非常に有利である．

　拐て最近獲明された之の比較像測微温の事を簡輩に紹介しゃう．之は1932

年にHaygreax’csに依って蛮明されたものであって，蜘蛛縣等を用ふる代り

に二重星と同じ人工像を作り，之れと星とを重ね合せる事に依って，位置角

や距離を測らうと言ふのである．此の三二n像は種々巧妙な装置に依って，位

置角を攣へられる事は無論の事，二像の拒離や光度も任意に攣化させ得る仕

掛けになってみる．

　之の新しい測微器を初めて使用したのは1932年5月で，それからユ0月置で
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の観測結果を，同一期間に同じ望遠鏡で同じ星を綜線測微器で測った結果と

比較してみると卒均誤差は第8表の如くになる．

　　　　　第　8　表　　　　　　之に依って新しV・測微器の優れてゐ

・新測微器

門下三門

距　離

　ノノ
士0．011

土0．053

　星　の　鍛　　10個

は除り離れた封は測れない事で，彼の試作の器械では12秒以上は測れない由

である，然し：ながら之は，Herschel以來150年聞殆んど進歩しなかった測微

器の行詰りを打開する所の，確かに劃期的な獲明である．

　5。　ダイアフラム。

　これは與へられた望遠鏡の能力たる§3の1に蓮べた限度以上の仕事をし

やうと言ふ慾張った装置であるが，適当範團は極少数の星に限られてみる・

i装置は輩に掛物レンズを正六角形に絞ればよいので，之に依って星の光輝を

6本の放射歌光線に分けしめる，とその放射光線の中間は比較的暗黒となり，

微光件星でも見得る檬になる．然し主星の光度が非常に明るい星に限るの

で殆んどシリウス，プロシオン賦払以外には二二でない．むしろ口径を絞る

丈け，淡v・光度の星には不利釜となる・

　6．干渉計

　之は元來恒星の直穫を測る目的で獲明されたもので，他の如何なる器械よ

りも，桁違ひに面角迄測る事が出詰る非常に精密な器械である，普通の測

微：器では0．ユ秒角位ひまでしか測れないが，隔れでは0．0001秒角迄測れる．

從って，今まで軍に分光連星としてのみ知られてみた封の中にも，之の器械

で實際に位置角や距離が測定された星があり，叉共の爲めに軌道要素の確定

した連星もある．併し目的が微角を測るものであるから從來の測微器で樂に

測れる様な星に弔しては，飴りに牛刀となり過ぎる憾みがあり，結局爾者は

観測に並用さる可きものであらう．只淺念な事に，干渉計を有する天文毫は

数少なく，あっても二重星槻測に使用してみなV・所もあって，之れに依る観

測結果の獲表は甚だ少ない．

位置角

　　±：0．36

±0．61

　7個

る事が分るが，殊に2星の距離が接近

すればする程誤差が少なくなってみる

ので距離の測定に於V、ては断然縣二三

微器に勝ってるる．併し訣瓢として
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　7．《リオメ1タ1と子午環・

　ヘリオメiタ1は封物レンズを眞二分に爾断し，其の各くを動かして夫々

が結ぶ二二を重ね合せる事に依って位置角や距離を測る構造であるが，製作

が困難である爲め現在は作られす，又数も少ない．

　子午環は星の位置を測る丈で，位置角も測れる測微器のない時代に，主件

爾星の各ζの赤経赤緯を測ってみだものであるが，現在之れで観測して位置

角や距離を計算する程の呑氣な人は居なv・が，併し連星の固有運動の研究に

は矢張り必要な機械である．

　8．爲口器．

　爲眞術が天文學に鷹用ぜられる檬になってからは，あらゆる方面に其の優

秀な能力を磯揮して，天文學の進歩に大いに貢献してみる事は今更述べる迄

もない事であるが，こ：重星の二合でも1875年にBc）ndが大熊座ζ星を撮影

したのを最初として，現在では距離1秒位ひ迄は爲眞で撮れる様になり，甚

だ重要な一部門を形作ってみる．吾花山でも公文理學＝｛ごが1932年に30糎主焦

凹凸で多敷の二重星を撮影された．三二の敏瓢ま！秒以内のものが測れなV・事

と三星に近い暗三星の撮：影が困難な事であるが，後者の方は可成りの所迄征

服し得て，例へばシリウスの件星は9秒程離れてはみるが光りの強さはシリ

ウスの誘00しかないに關はらす撮影されてるる．斯くして爲眞の技術も

大いに進歩してみるのであるから，出來れば爲眞の方がよいわけであるが，

然しそれにぽ乾板を測る測微：器が二重星を測るに適合してみなければ，徒に

勢力を費すのみとなる事は勿論である．

　9．分光器．

　：分光器が三二術の進歩と共に天三二測になくてはならぬ有力な武器である

事は既に十分御承知の通りであって，二重星の二合にも分光連星の親測には

勿論の事，二二＝二重星に於いても個々の星のあらゆる物理的吟味には最も重

要な役割を演じてみるのである・

　　　　　　　　　　　　§4．連星の軌道

　S｛rW・Herschelがカストア星其他の軌道運動を獲見した事は既に245頁

に遠べた通りであるが，其の後の観測に依って，之等の三星はNewtonの
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萬有引力の法則に從って主星を二黒占として二三軌道を書く事が明らかとなっ

た．つまり之の萬有引力は吾が太陽系を離れた遠い恒星界にも實在する事が

誰明せられたのである．所が星に依ってはその三星が楕圓の焦黙から少しす

れた所に在る様に見えるのがある．之は軌道面が天球に封して傾いてみる爲

めで斯る楕圓を見掛の野心と言ひ，眞の軌道とR砺TJしてみる．眞の軌道に於

ける焦黒占の位置と見掛の楕圓のそれとの間の關係を吟味する事に依って，其

の軌道面の傾きの角度が知れ，吾が太陽系内の遊星等と同じ様に，軌道要素

を計算する事が出來る．

　抵て其の連星の軌道要素とは訳の7である・

　　P；公時週期（年藪及び其の分撒で表はす）・

　　丁窩歯噛黙通過の時日（西暦年数及び其の画幅で表はす＞

　　e＝軌道楕圓の離心i率・

　　a＝軌道の長牛径（角度の秒で表はす）．

　　Ω＝交誼の位置角・即ち軌道面と論点に看直な面との交線の位置角で，0度から

　　　　190度迄のものを取る・

　　ω二近星黙の引数郎ち軌道面内に於いて，交黙から二三の三二の方向に從って
　　　　近星斗占迄測る：角度はQ度から360度まである．

　　i＝：一Ut道面の傾斜角・即ち軌道面と視線に唾直な面とのなす角で，土9⑪度以内の

　　　　範園である・王符糀（＋）は交黒占に労いて伴星が吾人から遠ぎかb，負符號

　　　　（一）は近付く揚合を示す・

　若し星の視差が知れると，此の軌道の大きさが粁藪で言ひ表はせるし回心

系の重心の固有蓮動が分れば，爾星の質量が太陽の何倍と言ふ風に計算も出

來る．現在軌道要素の知られてみる封は160個絵りあり，其の内昨年夏頃迄

に知れてみた159個の軌道要素を1935年目天文年鑑に載せて置いたから滲照

され度い．序だから年鑑の正誤表を掲げる．（第9表）

　　　　　　　　第　　g　表　　　　　　　　　　爾ほ同年鑑の表中計算：
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白くもないから，興味ある連星系を少し御紹介する事にする，

年の欄には計算に用ぴた

最後の襯測の年，叉は獲

表せられた年を記入して

ある．

　拐て，軌道要素の数字

　許り並べて見た所で面

　　　　　（つづく）


